
平成 30年度学校評価報告書 
 

学校教育法第 42条、第 43条及び第 133条並びに学校教育法施行規則第 66条、第 68条及び第 189条

に規定される学校評価を実施した。評価は、東濃看護専門学校の学校評価の方針（平成 30年 3月）に従い、

自己評価、自己点検、個別行事総括により構成する。 

 

<自己評価> 

1 評価の方法 

(1) 評価者  

副学校長、専任教員 8 人、事務職員 3 人。評価項目ごとに、その項目に精通した教職員・精通すべ

き教職員を評価者とした。 

(2) 評価時期 

平成 31年 3月 19日～平成 31年 3月 27日 

(3) 評価表  

自己評価表を用いて評価した。 

(4) 評点  

1) 評価項目の達成状況 

評価項目の達成状況を次の 3段階に評価した。不十分と評価したときは、その理由をコメントとして記

述した。 

・ 達成（評価項目の求めるレベルを達成している、現在の達成度を維持する） 

・ 取り組み中（課題の解決に取り組んでいる、達成のレベルに到達していない） 

・ 不十分（取り組みが不十分、未着手  

2) 評価項目の適否  

評価項目が適切であるかを次の 2 段階に評価した。否と評価したときは、その理由をコメントとして記

述した。 

・ 適（適切な評価項目）  

・ 否（不適切、不要、評価不能、将来に亘って達成が困難な評価項目） 

2 評価の結果 

(1) 評価項目の達成状況 

1) 評価表 

末尾 学校評価自己評価表（評価項目の達成状況） 

2) 評価結果 

79評価項目の達成状況は、次のように評価された。 

・ 全評価者が達成と評価した項目 27項目 

・ 評価者の 2/3以上が達成と評価した項目 63項目 



・ 評価者の 1/2以上が達成と評価した項目 71項目 

・ 全評価者が取組中と評価した項目 27項目 

・ 評価者の 2/3以上が取組中と評価した項目 3項目 

・ 評価者の 1/2以上が取組中と評価した項目 9項目 

・ 達成と評価した評価がない評価項目 2項目 

・ 1人以上の評価者が不十分と評価した項目数 9項目 

・ 複数の評価者が不十分と評価した項目 0項目 

 (2) 評価項目の適否 

1) 評価表 

末尾 学校評価自己評価表（評価項目の適否） 

2) 評価結果 

79評価項目の適否は、次のように評価された。 

・ 全評価者が適と評価した項目 75項目 

・ 1人の評価者が否と評価した項目 4項目 

・ 複数の評価者が否と評価した項目 0項目 

(3) コメント 

1) 評価表 

末尾 学校評価自己評価表（コメント） 

2) 評価結果 

・ コメント数 38 

・ コメントが記載された項目 29項目 

・ 不十分又は否の評価に付されたコメント数 10 

(4) 評価項目以外の課題 

評価表の評価項目以外に、解決すべき課題、検討すべき課題として、次の項目が提案された。 

・ ECOに対する取り組みの評価項目（CO2、電気、水道、リサイクル、ECOマークの作業服推進等） 

 

 

<自己点検> 

1 評価の方法 

(1) 評価者  

点検項目ごとに、その項目に精通した教職員・精通した教職員を評価が評価し、教務主任が総括し

た。 

(2) 評価時期 

平成 30年 5月～7月 

(3) 評価表  



看護師養成所（2 年課程）自己点検表（岐阜県、平成 27 年）を用いた。 

(4) 評点  

適、否、該当なしの 3段階に評価した。 

2 評価の結果 

1) 評価表 

末尾 看護師養成所（2年課程）自己点検表 

2) 評価結果 

199点検項目は、次のように判定された。 

・ 適と判定した点検項目 187項目 

・ 否と判定した点検項目 5項目 

・ 該当なしとと判定した点検項目 7項目 

3 否と判定した点検項目の判定理由及び改善 

否と判定した点検項目の判定理由及び改善について、自己点検表末尾のコメントに記載した。 

 

 

<個別行事総括> 

1 評価の方法 

(1) 評価者 個別行事の担当者 

(2) 評価時期 主要学校行事が完了する都度 

(3) 総括の内容 行事の概要・評価の外、反省、問題点、要改善点、課題等を記載している。 

(4) 総括の報告 担当者が関係会議・委員会に報告した。 

2 総括を作成した個別行事 

(1) 就職説明会 

1) 期日 平成 30年 4月 19日 

2) 総括 末尾 平成 30年度オープンキャンパス総括 

3) 報告 5月職員会議 

(2) オープンキャンパス 

1) 期日 平成 30年 7月 28日 

2) 総括 末尾 平成 30年度就職説明会総括 

3) 報告 9月職員会議 

(3) 防災訓練 

1) 期日 平成 30年 10月 10日 

2) 総括 末尾 平成 30年度防災訓練総括 

3) 報告 11月職員会議 

(4) 入学試験 



1) 期日 推薦入学試験平成 30年 11月 21日 

 一般入学試験（一次募集）平成 31年 1月 25日 

 一般入学試験（二次募集）平成 31年 2月 27日 

2) 総括 末尾 平成 30年度推薦・一般入学試験総括 

3) 報告 第 7回入学試験委員会 

 

 

<課題の解決> 

自己評価の評点が不十分である評価項目、自己点検の評点が否である点検項目、個別行事総括で問題

点・課題とした事項は、学校評価委員会で重要な課題とそれ以外の課題に区分して、組織的に処理する。 

(1) 重要な課題 

重要な課題ごとに、課題シートを起票する。課題シートには、課題解決の方法、日程、期限、担当者

を明示する。日程、期限は、当該課題の解決に必要な諸機関での審議、申請等の手続きを勘案して

設定する。 

(2) 重要な課題以外の課題 

重要な課題以外の課題を整理し、教職員に示す。 

個別行事の総括結果は、平成 31年度の行事企画に反映させる。 

(3) 課題解決の検証 

重要な課題の解決状況は、必要に応じて中間評価し、最終的に課題ごとに設定した期限到来時に

検証する。 

重要な課題以外の課題の解決状況は、次に到来する自己評価、自己点検、個別行事総括で検証す

る。 



学校評価自己評価表（評価項目の達成状況）

1 教育理念・目的・目標

 (1) 教育理念・目的・目標の意義と周知

 1) 教育理念・目的・目標は、本校の教育上の特徴を示している 12 10 2 0 0 83% 17% 0%

 2) 教育理念・目的・目標は学習の指針になっている 12 10 2 0 0 83% 17% 0%

 (2) 教育目標の達成と評価

 1) 教育目標は、具体的で達成可能なものである 12 11 1 0 0 92% 8% 0%

 2) 設置母体、学校、学生のニーズに対応して見直している 12 7 4 1 0 58% 33% 8%

2 カリキュラム

 (1) カリキュラム編成

 1) 教育理念・目的・目標にあった科目を設定している 9 9 0 0 0 100% 0% 0%

 2) 指定規則、ガイドラインに合致した科目を設定している 9 9 0 0 0 100% 0% 0%

 3) 科目以外に学校の特色を生かした行事を設定している 9 9 0 0 0 100% 0% 0%

 4) 学習の速度や順序性を示した教育計画表を作成している 9 8 1 0 0 89% 11% 0%

 5) 教育計画表に基づいて時間割が組まれている 9 9 0 0 0 100% 0% 0%

 6) 科目を担当する教員（講師）は、専門性を踏まえて配置している 9 7 2 0 0 78% 22% 0%

 7) 単位認定の考え方や方法を明示している 9 9 0 0 0 100% 0% 0%

 (2) カリキュラム見直し

 1) 定期的に見直している 9 6 3 0 0 67% 33% 0%

3 授業課程

 (1) 授業計画

 1) 授業科目の設定は、教育目標と一貫性をもったものである 9 9 0 0 0 100% 0% 0%

 2) 授業内容は、他の授業内容との重複や整合性を考えて計画している調整 9 7 2 0 0 78% 22% 0%

 3) 授業内容に合わせて授業形態を選択している 9 7 2 0 0 78% 22% 0%

 4) 授業計画(科目の目標・授業内容・授業形態・評価方法）を明示している 9 9 0 0 0 100% 0% 0%

 5) 授業準備のための時間が取れる体制を整えている 9 4 4 1 0 44% 44% 11%

 (2) 授業方法

 1) 授業計画通りに授業を行っている 9 9 0 0 0 100% 0% 0%

 2) 単元ごとの指導計画・指導案を作成している 9 7 2 0 0 78% 22% 0%

 (3) 授業評価

 1) 授業実施後に指導計画・指導案を見直している 9 8 1 0 0 89% 11% 0%

 2) 授業科目終了後に授業計画を見直している 9 8 1 0 0 89% 11% 0%

 3) 学生からの評価を踏まえて指導計画や指導案を見直している 9 7 2 0 0 78% 22% 0%

 4) 授業計画を検討する場をもっている 9 9 0 0 0 100% 0% 0%

4 実習指導体制

(1)実習施設の要件

1) 実習科目の目標・内容に見合った実習施設を確保している 9 9 0 0 0 100% 0% 0%

2)
実習施設は実習目的を果たすために適切・妥当であるか定期的に見直し
ている

9 9 0 0 0 100% 0% 0%

(2)実習指導体制

1) 実習計画は各看護学毎に作成している 9 9 0 0 0 100% 0% 0%

2) 実習指導者会議・実習連絡会議を定期的に開催している 9 9 0 0 0 100% 0% 0%

(3)実習指導者と教員の協働体制
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1)
学生の学びを保障するために臨地実習指導者と教員の役割を明確にして
いる

9 8 1 0 0 89% 11% 0%

2) 実習指導者は学生の看護ケアに適切にアドバイスできている。 9 6 3 0 0 67% 33% 0%

3) 実習指導者は看護実践の創意工夫に努める姿勢がある 9 8 1 0 0 89% 11% 0%

4) 実習指導者は実習計画をもとに、指導計画を立案・実施・評価している 9 4 4 1 0 44% 44% 11%

5)
実習指導者と教員は、ケアを受ける対象者の権利を尊重する考え方に基
づいて、計画的に学生を指導している

9 8 1 0 0 89% 11% 0%

(4)臨地実習における安全対策

1) 学生に対する安全教育、安全対策を計画的に行っている 9 8 1 0 0 89% 11% 0%

2) 学生の事故発生時の対応について明示している 9 9 0 0 0 100% 0% 0%

3) 臨地実習での感染防止の対策をとっている 9 7 2 0 0 78% 22% 0%

5 学校組織・運営

 (1) 組織運営計画

 1) 学校運営の将来構想と整合性のある中・長期計画を立案している 3 0 2 1 0 0% 67% 33%

 2) 学校運営の将来構想と整合性のある年間計画を立案している 3 0 2 1 0 0% 67% 33%

 3) 学校運営の将来構想を検討する場をもっている 3 2 1 0 0 67% 33% 0%

 (2) 組織体制

 1) 運営しやすい組織構造である 12 11 1 0 0 92% 8% 0%

 2) 教員組織と事務組織は連携が取れている 12 7 5 0 0 58% 42% 0%

 3) 運営に必要な人数が配置されている 12 10 2 0 0 83% 17% 0%

 (3) 職務分掌

 1) 職務分掌に沿って役割を果たしている 12 10 2 0 0 83% 17% 0%

 2) 職務遂行状況に関わる情報を伝達、共有している 12 10 2 0 0 83% 17% 0%

 (4) 財務

 1) 年度計画に基づいて適切に予算を執行している 5 5 0 0 0 100% 0% 0%

 2) 学校の運営に必要な経費を精査し、予算編成に反映している 5 5 0 0 0 100% 0% 0%

 (5) 教職員への支援

 1) 教職員のキャリア形成の支援体制がある 12 4 7 0 1 36% 64% 0%

 2)
教職員が働きやすい環境を整備している（時間外労働削減、年次休暇取
得、ストレスケア...）

12 6 6 0 0 50% 50% 0%

(6)情報・文書管理

1) 文書は、適切に管理・保管・廃棄されている 12 11 1 0 0 92% 8% 0%

2) 内部情報・個人情報は、適切に管理・保管・廃棄されている 12 7 5 0 0 58% 42% 0%

 3) 学籍簿は、適切に記録し、保管されている 5 5 0 0 0 100% 0% 0%

 (7)入学生の確保

 1) 教育理念・目的を踏まえた学生募集方針を定めている 4 1 3 0 0 25% 75% 0%

 2) 入学希望者増加に向けての学生募集活動を行っている 4 3 1 0 0 75% 25% 0%

 3) 志願者・合格者・入学者の状況を分析し、学生募集活動に活かしている 4 4 0 0 0 100% 0% 0%

(8)自己点検・評価

1) 自己評価・自己点検のシステムが作られ、機能している 12 8 4 0 0 67% 33% 0%

2) 自己評価項目を見直している 12 8 4 0 0 67% 33% 0%

(9)広報

1) 学校の関係者及び地域に対して、学校の情報を提供している 12 6 6 0 0 50% 50% 0%

(10)関係者の意見

1) 学校運営全般について、関係者の意見を聴取している 2 1 1 0 0 50% 50% 0%
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(11)意思決定

1) 学校の意思決定に関する諸会議・諸委員会が適切に機能している 12 10 2 0 0 83% 17% 0%

2) 学校運営全般について、教職員の意見が反映されている 12 8 4 0 0 67% 33% 0%

6 教育環境

 (1) 施設設備

 1) 指定規則・ガイドラインに定められた教室などの施設設備をもっている 12 12 0 0 0 100% 0% 0%

 2)
指定規則・ガイドラインに定められた機械器具、模型及び図書をもってい
る

12 12 0 0 0 100% 0% 0%

 3)
教室などの施設設備や機械器具、模型及び図書は計画的に点検してい
いる

12 12 0 0 0 100% 0% 0%

 4)
教室などの施設設備や機械器具、模型及び図書は学生が自由に活用で
きる

12 9 2 1 0 75% 17% 8%

 (2) 実習施設

 1) 実習施設の状況を把握し、実習配置計画を立てている 3 3 0 0 0 100% 0% 0%

 2)
実習施設は指定規則・ガイドラインに定められた施設設備、実習指導体制
をもっている

9 8 1 0 0 89% 11% 0%

 (3) 危機管理（防災、事故、情報管理）

 1) 防災に対する体制を整備している 12 11 1 0 0 92% 8% 0%

 2) 学内及び実習における事故発生時の体制を整備している 12 11 1 0 0 92% 8% 0%

 3) 個人情報保護のための対策を整備している 12 6 5 0 1 55% 45% 0%

7 学修・進路

 (1) 卒業・進路

 1) 学生状況に応じた国家試験対策を行っている 9 6 3 0 0 67% 33% 0%

 2) 卒業後の進路選択の支援体制がある 9 8 1 0 0 89% 11% 0%

 3) 東濃地域への就業率を高めるため、関連施設の情報を共有している 9 9 0 0 0 100% 0% 0%

 (2) 中途退学

 1) 学習困難者などに対する支援体制がある 9 7 2 0 0 78% 22% 0%

8 学生生活への支援

 (1) 学習・生活支援

 1) 学生、クラスを支援する体制がある 12 11 0 0 1 100% 0% 0%

 2) 学生が自由に学習、交流できる場所がある 12 12 0 0 0 100% 0% 0%

 3) 学生の健康管理を支援する体制がある 12 12 0 0 0 100% 0% 0%

 4) 学生相談窓口としてのカウンセラーを配置している 12 12 0 0 0 100% 0% 0%

 (2) 自主活動

 1) 課外活動、ボランティアの支援体制がある 12 6 4 1 1 55% 36% 9%

9 地域との連携

 (1) 地域連携

 1) 教育活動を通して地域社会への貢献を積極的に行なっている 12 4 7 1 0 33% 58% 8%

 2) 地域の諸資源を学習教育活動に取り入れている 12 3 7 1 1 27% 64% 9%

達成評価      達成評価は、概ね次の達成状況を判定する。

達成 （目標を達成している、現在の達成度を維持する）

取組中 （課題の解決に取り組んでいる、達成のレベルに到達していない）

不充分 （取り組みが不十分、未着手）

コメント欄      自由記述。達成評価を不十分又は項目の適否を否としたときは、コメント欄に評価の理由を記述する。



学校評価自己評価表（評価項目の適否）

1 教育理念・目的・目標

 (1) 教育理念・目的・目標の意義と周知

 1) 教育理念・目的・目標は、本校の教育上の特徴を示している 12 12 0 0 100% 0%

 2) 教育理念・目的・目標は学習の指針になっている 12 12 0 0 100% 0%

 (2) 教育目標の達成と評価

 1) 教育目標は、具体的で達成可能なものである 12 12 0 0 100% 0%

 2) 設置母体、学校、学生のニーズに対応して見直している 12 11 0 1 100% 0%

2 カリキュラム

 (1) カリキュラム編成

 1) 教育理念・目的・目標にあった科目を設定している 9 9 0 0 100% 0%

 2) 指定規則、ガイドラインに合致した科目を設定している 9 9 0 0 100% 0%

 3) 科目以外に学校の特色を生かした行事を設定している 9 9 0 0 100% 0%

 4) 学習の速度や順序性を示した教育計画表を作成している 9 9 0 0 100% 0%

 5) 教育計画表に基づいて時間割が組まれている 9 9 0 0 100% 0%

 6) 科目を担当する教員（講師）は、専門性を踏まえて配置している 9 9 0 0 100% 0%

 7) 単位認定の考え方や方法を明示している 9 9 0 0 100% 0%

 (2) カリキュラム見直し

 1) 定期的に見直している 9 9 0 0 100% 0%

3 授業課程

 (1) 授業計画

 1) 授業科目の設定は、教育目標と一貫性をもったものである 9 9 0 0 100% 0%

 2) 授業内容は、他の授業内容との重複や整合性を考えて計画している調整 9 9 0 0 100% 0%

 3) 授業内容に合わせて授業形態を選択している 9 9 0 0 100% 0%

 4) 授業計画(科目の目標・授業内容・授業形態・評価方法）を明示している 9 9 0 0 100% 0%

 5) 授業準備のための時間が取れる体制を整えている 9 8 1 0 89% 11%

 (2) 授業方法

 1) 授業計画通りに授業を行っている 9 9 0 0 100% 0%

 2) 単元ごとの指導計画・指導案を作成している 9 9 0 0 100% 0%

 (3) 授業評価

 1) 授業実施後に指導計画・指導案を見直している 9 9 0 0 100% 0%

 2) 授業科目終了後に授業計画を見直している 9 9 0 0 100% 0%

 3) 学生からの評価を踏まえて指導計画や指導案を見直している 9 9 0 0 100% 0%

 4) 授業計画を検討する場をもっている 9 9 0 0 100% 0%

4 実習指導体制

(1)実習施設の要件

1) 実習科目の目標・内容に見合った実習施設を確保している 9 9 0 0 100% 0%

2)
実習施設は実習目的を果たすために適切・妥当であるか定期的に見直し
ている

9 9 0 0 100% 0%

(2)実習指導体制

1) 実習計画は各看護学毎に作成している 9 9 0 0 100% 0%

2) 実習指導者会議・実習連絡会議を定期的に開催している 9 9 0 0 100% 0%

(3)実習指導者と教員の協働体制

1)
学生の学びを保障するために臨地実習指導者と教員の役割を明確にして
いる

9 9 0 0 100% 0%
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2) 実習指導者は学生の看護ケアに適切にアドバイスできている。 9 9 0 0 100% 0%

3) 実習指導者は看護実践の創意工夫に努める姿勢がある 9 9 0 0 100% 0%

4) 実習指導者は実習計画をもとに、指導計画を立案・実施・評価している 9 9 0 0 100% 0%

5)
実習指導者と教員は、ケアを受ける対象者の権利を尊重する考え方に基
づいて、計画的に学生を指導している

9 9 0 0 100% 0%

(4)臨地実習における安全対策

1) 学生に対する安全教育、安全対策を計画的に行っている 9 9 0 0 100% 0%

2) 学生の事故発生時の対応について明示している 9 9 0 0 100% 0%

3) 臨地実習での感染防止の対策をとっている 9 9 0 0 100% 0%

5 学校組織・運営

 (1) 組織運営計画

 1) 学校運営の将来構想と整合性のある中・長期計画を立案している 3 3 0 0 100% 0%

 2) 学校運営の将来構想と整合性のある年間計画を立案している 3 3 0 0 100% 0%

 3) 学校運営の将来構想を検討する場をもっている 3 3 0 0 100% 0%

 (2) 組織体制

 1) 運営しやすい組織構造である 12 12 0 0 100% 0%

 2) 教員組織と事務組織は連携が取れている 12 12 0 0 100% 0%

 3) 運営に必要な人数が配置されている 12 12 0 0 100% 0%

 (3) 職務分掌

 1) 職務分掌に沿って役割を果たしている 12 12 0 0 100% 0%

 2) 職務遂行状況に関わる情報を伝達、共有している 12 12 0 0 100% 0%

 (4) 財務

 1) 年度計画に基づいて適切に予算を執行している 5 5 0 0 100% 0%

 2) 学校の運営に必要な経費を精査し、予算編成に反映している 5 5 0 0 100% 0%

 (5) 教職員への支援

 1) 教職員のキャリア形成の支援体制がある 12 11 0 1 100% 0%

 2)
教職員が働きやすい環境を整備している（時間外労働削減、年次休暇取
得、ストレスケア...） 12 12 0 0 100% 0%

(6)情報・文書管理

1) 文書は、適切に管理・保管・廃棄されている 12 12 0 0 100% 0%

2) 内部情報・個人情報は、適切に管理・保管・廃棄されている 12 12 0 0 100% 0%

 3) 学籍簿は、適切に記録し、保管されている 5 4 0 1 100% 0%

 (7)入学生の確保

 1) 教育理念・目的を踏まえた学生募集方針を定めている 4 4 0 0 100% 0%

 2) 入学希望者増加に向けての学生募集活動を行っている 4 4 0 0 100% 0%

 3) 志願者・合格者・入学者の状況を分析し、学生募集活動に活かしている 4 4 0 0 100% 0%

(8)自己点検・評価

1) 自己評価・自己点検のシステムが作られ、機能している 12 12 0 0 100% 0%

2) 自己評価項目を見直している 12 12 0 0 100% 0%

(9)広報

1) 学校の関係者及び地域に対して、学校の情報を提供している 12 12 0 0 100% 0%

(10)関係者の意見

1) 学校運営全般について、関係者の意見を聴取している 2 2 0 0 100% 0%

(11)意思決定

1) 学校の意思決定に関する諸会議・諸委員会が適切に機能している 12 12 0 0 100% 0%
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2) 学校運営全般について、教職員の意見が反映されている 12 12 0 0 100% 0%

6 教育環境

 (1) 施設設備

 1) 指定規則・ガイドラインに定められた教室などの施設設備をもっている 12 12 0 0 100% 0%

 2)
指定規則・ガイドラインに定められた機械器具、模型及び図書をもってい
る

12 12 0 0 100% 0%

 3)
教室などの施設設備や機械器具、模型及び図書は計画的に点検してい
いる

12 12 0 0 100% 0%

 4)
教室などの施設設備や機械器具、模型及び図書は学生が自由に活用で
きる

12 12 0 0 100% 0%

 (2) 実習施設

 1) 実習施設の状況を把握し、実習配置計画を立てている 3 3 0 0 100% 0%

 2)
実習施設は指定規則・ガイドラインに定められた施設設備、実習指導体制
をもっている

9 9 0 0 100% 0%

 (3) 危機管理（防災、事故、情報管理）

 1) 防災に対する体制を整備している 12 12 0 0 100% 0%

 2) 学内及び実習における事故発生時の体制を整備している 12 12 0 0 100% 0%

 3) 個人情報保護のための対策を整備している 12 11 0 1 100% 0%

7 学修・進路

 (1) 卒業・進路

 1) 学生状況に応じた国家試験対策を行っている 9 9 0 0 100% 0%

 2) 卒業後の進路選択の支援体制がある 9 9 0 0 100% 0%

 3) 東濃地域への就業率を高めるため、関連施設の情報を共有している 9 9 0 0 100% 0%

 (2) 中途退学

 1) 学習困難者などに対する支援体制がある 9 9 0 0 100% 0%

8 学生生活への支援

 (1) 学習・生活支援

 1) 学生、クラスを支援する体制がある 12 11 0 1 100% 0%

 2) 学生が自由に学習、交流できる場所がある 12 12 0 0 100% 0%

 3) 学生の健康管理を支援する体制がある 12 12 0 0 100% 0%

 4) 学生相談窓口としてのカウンセラーを配置している 12 12 0 0 100% 0%

 (2) 自主活動

 1) 課外活動、ボランティアの支援体制がある 12 10 1 1 91% 9%

9 地域との連携

 (1) 地域連携

 1) 教育活動を通して地域社会への貢献を積極的に行なっている 12 11 1 0 92% 8%

 2) 地域の諸資源を学習教育活動に取り入れている 12 10 1 1 91% 9%

項目の適否    評価項目の適否は、概ね次の状況を判定する。

適 （適切な評価項目である）

否 （不適切、不要、評価不能、将来に亘って達成が困難な評価項目である）

コメント欄      自由記述。達成評価を不十分又は項目の適否を否としたときは、コメント欄に評価の理由を記述する。
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1 (2) 2) 不十分 適 学生のニーズの調査と評価が十分でないと感じる。 

1 (2) 2) 取組中 適 ずっといっしょのような気がする。 

3 (1) 5) 取組中 否 ”体制”を評価するのはどうか。授業準備をしたい時でも、他の自分の役割
の業務が重なれば他者へ依頼できないので、授業準備は家へ持ち帰って

やることになる。 

3 (1) 5) 取組中 適 ロッカーせまい。着替えに時間かかる。 

3 (3) 3) 取組中 適 学生からの評価の提出等が 50%以下の項目があり、提出の協力が得られる
工夫が必要 

4 (3) 1) 達成 適 一部指導者の問題 

4 (3) 2) 取組中 適 一部指導者の問題 

4 (3) 3) 取組中 適 一部指導者の問題 

4 (3) 4) 取組中 適 一部指導者の問題 

4 (3) 5) 取組中 適 一部指導者の問題 

4 (4) 3) 達成 適 インフルエンザ対策の強化、見直し中 

4 (4) 3) 取組中 適 各施設共通したインフルエンザ対応策を次年度策定していく 

5 (1) 1) 不十分 適 設備以外の計画が必要かと思う 

5 (1) 2) 不十分 適 設備以外の計画が必要かと思う 

5 (2) 3) 達成 適 事務方を 2名が望ましいといわれている（指導調査） 

5 (2) 3) 達成 適 入学者の学習力等を鑑みると、120名定員はきびしいのが本音 

5 (5) 2) 取組中 適 有給休暇取得率など可視化できるものは整備されているが、ストレスケア対

策はこれからもカウンセリング機能とあわせて要継続 

5 (5) 2) 取組中 適 時間外労働はほとんどないが、自宅へ持ち帰って授業準備をしている。 

5 (6) 1) 取組中 適 電子文書の管理基準がなく、管理・保管・廃棄が適切でない部分がある。 

5 (6) 2) 取組中 適 電子文書の管理基準がなく、管理・保管・廃棄が適切でない部分がある。 

5 (7) 2) 達成 適 やってもそろわなかった 

5 (7) 3) 達成 適 やってもそろわなかった 

5 (9) 1) 達成 適 広報活動は定着してきつつある 

5 (9) 1) 取組中 適 よく分からない。 

5 (11) 1) 取組中 適 よく分からない。 

5 (11) 2) 取組中 適 よく分からない。 

6 (1) 4) 取組中 適 婦人科の模型をしまえと言われたので? 

6 (1) 4) 不十分 適 自由には活用させていない。規制を設けている。 

6 (3) 1) 取組中 適 避難訓練。世間一般には、「災害時にはスマホを活用!!」みたく言われるが、

ウチは常にロッカーに入れっぱなしにしているので、入れっぱなしのまま逃

げるのが何か気になる。（一目散に逃げるのが正解なのも分かるが）防災メ

ールも、先にメールすることを伝えてからメール返信させたい。いきなり送信

しても返ってこず、訓練にならない。 

6 (3) 3) 取組中 適 PC内のデータに個人情報がある。対策必要。 

7 (1) 2) 取組中 適 ”大学に行きたい”という子に対して情報提供が全くできなかった。本気かど

うかはさておき、何らかのアドバイスができるとよい。 



7 (2) 1) 取組中 適 一般常識も分からないレベルの学生では、支援のしようがない。親もそれな

りらしく、「国試 100%なんだから、入学すれば卒業させてくれると思った」と
言う。支援があること以外に、支援にも限界があることを知っていただくべ

き。 

8 (2) 1) 取組中 適 2年生にはあるけど、1年・3年にはないともいえる。 

8 (2) 1) 不十分 否 昼間定時制のため、課外活動を行う時間がない。 

9 (1) 1) 不十分 適 もっと連携を強化し、地域に出てゆくことが大切。知名度を高める。 

9 (1) 1) 取組中 否 公開講座や地域への講師派遣等を想定した項目と思われる。本校の評価

項目としては不適当。 

9 (1) 2) 不十分 適 もっと連携を強化し、地域に出てゆくことが大切。知名度を高める。 

9 (1) 2) 取組中 否 地域の産業・歴史・文化等を授業に取り入れることを想定した項目と思われ
る。本校の評価項目としては不適当。 

 
















